






















ィ『修復の理論』（原著 1977 年、小佐野重利ほか訳、2005 年）や A・コンティ『修復の鏡』

































































































































Kaori Taguchi, Teoria e tecnica del restauro e della conservazione
状態」や「それなりに良好な状態」を求めて保存修復を繰り返し、維持し続けることの限
界や、自己矛盾を痛感することになるのである。
　もはや自明のことだが、保存修復介入の前提や目的は「芸術作品のオリジナルの状態」
を保つことではない。おそらく、「芸術作品の生命を蘇らせること」でもないだろう。近
現代における「修復保存」ブームの背後には、デリダが言うところの「アーカイヴの病」
（2010 年）があり、「オリジナルと真正性を際限なく追い求める起源の病理」が認められる、
と田口氏は指摘したうえで、次世代の「保存修復」を展望することの必要性を示唆してお
られる。本書で幾度か繰り返される短い引用、「瓶（の埃）はきれいにしてはならないし、
壁は汚してはならない」（ブランディ、2005 年）という言葉が、評者の心にはあらため
て重く、尊く心に響いた。
